
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 事 業 概 要 
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（１）よりん彩事業体系（令和６年度実績） 
 
 
管理運営 

     
センター施設管理 

     
      

男女共同参画センター運営協議会（年２回） 
      
          

啓  発 
  

普及啓発 
  

[新規]アンコンシャス・バイアス(無意識の思い込み)の解消に向けた普及啓発事業【公募１】 
    

      
「生活も仕事も」ととのうセミナー【２講座】 

      
      

男女共同参画推進に関する企画提案事業【公募１】 
      
      

ワーク・ライフ・バランス講師派遣事業（４回） 
      
      

出前講座、よりん彩ツアーの実施（６７回） 
      
   

人材育成 
  

男女共同参画推進人材育成事業【２講座】 
  

人材育成セミナー（１講座） 
       
         ジェンダーバイアス解消セミナー 

        （１講座）          
      

相談スキルアップ講座（３回） 
      
          

情  報 
  情報収集 

情報提供 
  

情報資料室 
  

図書・雑誌・行政資料・ＤＶＤ等の収集と提供 
      

         
情報相談、普及啓発パネル等啓発資料の作成・貸出 

         
      

よりん彩ネット会員への情報提供 
      
      

ホームページ、フェイスブック等による情報発信（随時） 
      
      

男女共同参画人材バンク 
      
          

相  談 
  

相談室 
  

一般相談（電話、面接／各相談室） 
    

         
オトコの相談日（男性相談員／センター相談室） 

         
      

専門相談 
  

法律相談（弁護士／法律相談センター） 
        
         

心の相談（女性臨床心理士／各相談室） 
         
         

男性相談（男性臨床心理士／センター相談室） 
         
          
交流・ 
活動支援 

  
交流支援 

  
交流の場等の提供（交流サロン・子ども室・団体ボックス） 

    
       
   

活動支援 
  

ミーティング室・活動交流サロン・印刷作業室・子ども室等の情報提供 
     
      

よりん彩記念日フォーラム支援事業 
      
      

不安や困難を抱える女性支援ツナゲル事業（公募１） 
      
      

よりん彩活動支援事業 
  

公開講座（８件） 
        
         

研修支援講座（４件） 
         
         

若者企画講座（０件採択） 
         
         

調査研究等事業（０件採択） 
         
         環境支援事業（事業実施に伴う託児費） 

            （１件採択：執行なし）          
          
   

市町村連携 
  男女共同参画行政担当者のための「よりん彩学びのサロン」（２回） 

男女共同参画センターを設置していない市町村と連携したセミナー開催      
          
          
          
          

男女共同参画推進員事務局 
  

男女共同参画に関する苦情等の審査を行う第三者機関の事務局 
   

１ 令和６年度事業の概要 
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（２）令和６年度　よりん彩月別施設利用者数

区分 交流サロン 子ども室 相 談 室 計

４月 632 25 (9) 25 (5) 215 12 909

５月 912 41 (8) 7 (4) 294 13 1,267

６月 1,123 55 (13) 8 (4) 298 5 1,489

７月 1,332 29 (7) 6 (2) 387 16 1,770

８月 1,676 69 (11) 4 (2) 539 8 2,296

９月 1,508 40 (7) 8 (4) 586 9 2,151

１０月 1,312 59 (11) 11 (3) 292 16 1,690

１１月 1,223 47 (10) 5 (2) 281 12 1,568

１２月 1,259 55 (10) 4 (2) 258 7 1,583

１月 1,230 57 (10) 15 (5) 256 10 1,568

２月 1,038 59 (10) 6 (3) 258 11 1,372

３月 1,113 64 (12) 9 (7) 456 19 1,661

合 計 14,358 600 (118) 108 (43) 4,120 138 19,324

　（注１）（　　）書きは、団体数。

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 印刷作業室
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（３）よりん彩施設年度別利用者数

区分 交流サロン 印刷作業室 子ども室 相談室 計

H14年度 14,154 1,278 (168) 1,010 2,144 202 18,788

H15年度 19,119 1,321 (201) 1,075 2,943 257 24,715

H16年度 18,326 1,595 (257) 1,219 3,653 246 25,039

H17年度 14,691 1,771 (324) 1,440 4,204 232 22,338

H18年度 15,515 1,994 (258) 1,459 4,304 253 23,525

H19年度 15,726 2,135 (210) 1,000 4,102 248 23,211

H20年度 17,274 2,258 (312) 1,023 4,203 243 25,001

H21年度 16,289 1,960 (298) 714 4,487 255 23,705

H22年度 17,789 1,726 (261) 665 5,221 177 25,578

H23年度 17,713 1,926 (357) 870 5,195 184 25,888

H24年度 11,364 1,712 (269) 785 4,271 150 18,282

H25年度 12,624 1,520 (246) 763 4,557 207 19,671

H26年度 13,637 1,245 (159) 267 4,566 217 19,932

H27年度 13,535 1,050 (174) 241 4,213 185 19,224

H28年度 10,002 856 (114) 209 2,898 170 14,135

H29年度 13,376 1,237 (175) 268 4,719 176 19,776

H30年度 13,558 982 (152) 186 4,856 112 19,694

R1年度 15,951 1,016 (153) 206 4,622 127 21,922

R2年度 11,152 339 (67) 140 1,817 116 13,564

R3年度 10,897 320 (68) 193 1,980 80 13,470

R4年度 11,396 395 (79) 156 2,591 93 14,631

R５年度 12,456 592 (115) 122 3,611 141 16,922

R6年度 14,358 600 (118) 108 4,120 138 19,324

累計 330,902 29,828 (4,535) 14,119 89,277 4,209 468,335

年度平均 14,387 1,297 (197) 614 3,882 183 20,362

　（注2） 年度平均の各利用者数は小数第一位を四捨五入しているため、計と一致せず。

　男女共同参画社会の形成に関する情報や研修資料等を提供し、男女共同参画に関する様々な相談を
受けるとともに、男女共同参画活動を行う団体や個人の活動拠点として、よりん彩の施設・設備を提供して
いる。

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室

　（注1） 「ミーティング室」欄の（　　）書きは、団体数。
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（４）講座・セミナー等参加者数

講座・セミナー等の参加者数　・・・　延べ２，５３４人

　〇普及啓発 ５９８人

②「生活も仕事も」ととのうセミナー（２回） ３１３人

③男女共同参画推進に関する企画提案事業（公募１） １４５人

④ワーク・ライフ・バランス講師派遣事業（４回） １４０人

　〇人材育成　 ４７９人

①男女共同参画推進人材育成事業 ３９１人

　人材育成セミナー（１回） ３２２人

　ジェンダーバイアス解消セミナー（１回） ６９人

②相談スキルアップ講座（３回） ８８人

　〇よりん彩活動支援事業 １，４５７人

よりん彩記念日フォーラム ６００人

不安や困難を抱える女性支援ツナゲル事業（１事業） １４９人

公開講座（８回） ６２６人

研修支援講座（４回） ８２人

（注）各講座・セミナーの開催チラシ等を「Ⅲ資料」に掲載

年度別講座・セミナー等参加者数（単位：人）

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

6,170 5,965 5,336 4,259 7,242 4,388 3,908 2,620 3,297 4,568 5,052

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

3,983 3,209 2,781 2,946 3,068 3,831 2,927 3,609 1,088 1,645 1,650

令和5年度 令和６年度 累計 年平均

2,007 2,534 88,083 3,670.1

①アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）の解消に向けた
 　普及啓発事業（１回）

11



２ 普及啓発事業実施状況  

 

（１）アンコンシャス・バイアスの解消に向けた普及啓発事業 

目的 職場、地域、家庭、学校等の様々な場において固定的な役割分担意識や無

意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）が依然として存在し、男女共

同参画推進の障壁となっている。自分では気がついていない無意識の思い

込みや、自分は既に理解しており関係ないという無関心を解消するための

啓発グッズを作成した。 

委託先 株式会社ウェブプラン・プロモーション 

成果物 かるた及びすごろく（各２５０セット） 

主な内容 【かるた】 

かるた遊びを通して、私たちが日常的に持っているバイアスに気が付い

てもらう。絵札の裏面には解説文をつけ遊びながら考える工夫をした。 

≪例≫ 

あ：「あたりまえ」はひとそれぞれの価値観です 

い：「育児休業」を取ってパパ大活躍！ 

と：共働き 家事も共働き  

み：みんなが言っているからといって 正しいとは限らない 

【すごろく】 

 すごろくを通して、人生の節目にあるジェンダーバイアスに気が付いて

もらう。 

≪例≫以下のような問いかけを行うことで考えるきっかけとする。 

・子どもが体調を崩して保育園を休む場合は、仕事を休んで看病するの

はお母さんの役割だと思う？ 

・進路を考える時に、「女子は理系の進路に向いていない」という偏見に

負けずに第一志望を変えずに頑張ることにした。 

・デートの食事は男性が払うものだと思うか？ 
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（２）「生活も仕事も」ととのうセミナー[２企画] 

誰もが、家庭・地域・職場のあらゆるところで、自分らしく、よりよく、暮らせる社会の実現を目指し、セ

ミナーを通して個人、多様な形態の家庭においてそれぞれが家事、介護、子育て、仕事のワーク・ライフ・バ

ランスを図り、女性のキャリアアップ、男性の家事・育児や介護への参画促進につなげるためのセミナーを実

施した。 

  

 
開催日 

会 場 
テーマ 講師 参加者 

１ ６月２９日(土) 

14:00～16:00 

エースパック未来中心

小ホール（倉吉市） 

心が揺れがちな時代に 

「私は私」で生きるには 

高尾 美穂さん 

（医学博士、産婦人科専門医） 

 

会場  ２５０人 

 

２ ３月９日(日)  

13:30～15:30 

エースパック未来中心

セミナールーム１ 

(倉吉市) 

自分らしく生きる 

～医師の私が病院を飛び

出て地域創生に取り組む

理由～ 

桐村 里紗さん 

（天籟株式会社代表取締役医師

＜内科医・認定産業医＞） 

 

会場   ３３人 

オンライン１２人 

サテライト１８人 

合計６３人 

 

＜成果＞ 

・第１回セミナーについては、産婦人科医の高尾美穂先生を招いて講演会を開催した。高尾先生はＮＨ

Ｋ「あさイチ」などのテレビ出演、ＳＮＳでの発信を行っているため、多くの方に関心を持っていた

だき、半数が初めての参加者であった。 

・先生自身の体験を通して自分らしく生きていくために必要な考え方や、専門性に基づく女性のホルモ

ンの動きなどについて学ぶ機会となった。 

・参加者からは、「なごやかなセミナーで優しい気持ちになりました。」「心が元気になるお話でし

た。笑顔がすてきな人になりたいと思いました。」「日常の自分の発する言葉を変えてみようと思い

ました。」「今、受験勉強が大変なので今日の講演に参加して、今後の生活でどう取り組んでいくべ

きなのかを考えることができた。」「とても楽しい時間でした。気持ちの持ち方やことばについて参

考になりました。」などのご意見をいただいた。 

・第２回セミナーについては、東京都から鳥取県江府町に移住し、いきいきとした人生を目指す積極的

な生き方をされている、医師（内科医・認定産業医）の桐村里紗先生を招いて、ご自身の人生を振り

返りながら、自分らしい生き方について講演をしていただいた。 

・参加者からは、「県内にこんな素晴らしい活動をされている方がいることを知ることができました。

私にも何かできるのではと思わせていただいたセミナーでした。」「自分でできることを少しずつ

でもやって行きたい気持ちを持つことができました。」「定年退職して、何をして生きていくのか

ー自分らしく生きるー悩んでいて。今日の話で何か道がみえてきたように思いました。」「鳥取に

自信が持てました。」などのご意見をいただいた。 

＜課題＞ 

・より多くの県民にセミナーについて知っていただく機会づくりや工夫が必要。各市町村連携のメール

が担当者まで届いていない所があったため、今後は担当者へ直接メールするようにしたい。また、早

めに予定だけでも伝え告知を依頼し、参加につなげていきたい。 
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（３）男女共同参画推進に関する企画提案事業 

男女共同参画の理解者の裾野を広げるとともに、男女共同参画を推進する人材育成を図るため、「鳥取県 

性にかかわりなく誰もが共同参画できる社会づくり計画」を踏まえながら、民間の発想、専門性、経験を

活かした事業を県内で活動する団体・グループから募集し、先駆的な企画を提案した団体に委託実施した。 

今年度は募集テーマを「男性の家事参画を促進する企画」「若者の男女共同参画を促進する企画」として

企画提案を募集し、「男性の家事参画を促進する企画」に関する企画提案を採択して実施した。 

 

開催時期 
事業概要 主催者 参加者 

会場・開催方法 

① 鳥取開催 

8月25日（日） 

10:00～11：00  

② 米子開催 

9月1日（日） 

13:00～14：00 

【テーマ】 

「男性の家事参画を促進する企画」 

【事業名】 

ファミリースプラッシュ・スタジアムDAY 

【実施内容】 

・天然芝のサッカースタジアムでの親子イベント

を実施。主に父子での遊びを通じて、育児や家事

要素を取り入れたゲームを行い、父子で家事を

楽しく学ぶとともに、父親同士の交流の場とな

る機会を提供した。 

・また、イベント参加者を対象に父親の家事担当な

ど、家庭での役割を振り返る機会としてアンケ

ートを実施した。 

 

Tottori 

Mama’s 

１４５人 

 

鳥取開催 

親子28組 

大人 36人 

子ども50人 

米子開催 

親子21組 

大人 22人 

子ども37人 

① アクシスバード

スタジアム 

② Yajinスタジア

ム 

 

＜成果＞ 

・父子での遊びを通じて父子の絆を深め、洗濯ゲームや道具片付け、ゴミ拾いなどを父子で行う

取組など、家庭での父子の家事参画に繋げる取組を行った。 

・イベント後の参加者アンケートで、男性が「ごみ捨て」「食器洗い」「洗濯機をまわす」など

一定の家事を担当している一方、「アイロンかけ」「献立を考える」「排水溝の掃除」など【目

に見えない家事】が少ない傾向にあることが判った。 

・参加した男性の87％から「家事・育児を楽しくできそうと思った」との家事参画に前向きな回

答が得られた。 

＜課題＞ 

・父子の遊びだけに留まらず、イベントの趣旨である「男性の家事・育児参加」を楽しく認識し、

理解していただくこと、また、一過性のものにならないための工夫が必要と思われた。 
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（４）ワーク・ライフ・バランス講師派遣支援事業 

これからの男女共同参画を支える主体となる子育て世代や、会社・地域で経験を積んで責任ある仕事をして

いるミドル世代の主に男性の有職層に対し、仕事と家事等との両立に向け、家庭生活参画の機運の醸成を図る

ために、県内の企業・経済団体等が開催する家事・育児・介護等に関する社内研修へ講師を派遣した。（４回） 

 
開催日 

会 場 
テーマ及び講師 主催者 参加者 

１ １０月３１日(木) 

13:30～14:30 

16:00～17:00 

鳥取県信用保証協会 

(鳥取市) 

育児休業研修（一般職員向け） 

～同上～ （管理職向け） 

〔講師〕おさき社会保険労務士事務

所 尾崎宏之さん 

鳥取県信用保証協会 

 

４２人 

 

２ １１月６日(水) 

13:30～16:00 

中部建設会館 

(倉吉市) 

男性育休で会社は変わる！～男性

育休は会社を変えるボウリングの

一番ピン～ 

〔講師〕 

ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパ

ン 代表理事 安藤哲也さん 

鳥取県中部建設業協会 

 

４５人 

 

３ １１月２７日(水) 

13:30～16:00 

鳥取西部農協日野支所

（日野町） 

ワーク・ライフ・バランス、男性の

育児参加は誰のため？ 

〔講師〕ＮＰＯ法人ファザーリン

グ・ジャパン中国 森田将悟さん 

鳥取県日野建設業協会 

 

２２人 

４ 

 

２月２１日(金) 

15:30～17:30 

ホテルモナーク鳥取 

（鳥取市） 

ワーク・ライフ・バランス、男性の

育児参加は誰のため？ 

〔講師〕ＮＰＯ法人ファザーリン

グ・ジャパン中国 森田将悟さん 

鳥取県商工会青年部連合

会 

 

３１人 

 

＜成果＞ 

・倉吉商工会議所との連携により、広報誌への折込による広報活動を行った。 

・建設・土木業の経営者や総務担当や現役の子育て世代にあたる商工会青年部の主要なメンバーを対象と

したセミナーを開催し、子育ての当事者として、また、子育て世代の従業員を抱える企業経営者として

ワーク・ライフ・バランスへの理解を深めていただく機会とすることができた。 

・制度拡充が年々進んでいる男性の育児休業などの制度について、一般職員、管理職員に向けたセミナー

を開催し、働きやすい職場づくりへの取組について理解を深めることができた。 

＜課題＞ 

・従業員を対象にしたワーク・ライフ・バランスについてのセミナーは既に実施をしている企業も増えて

きているが、今後も管理職に向けた研修や、経営者が具体的にどのようにして制度を促進していくかに

ついて、企業・団体のニーズに沿った内容による実施を進め、ＰＲしていく必要がある。 
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番号 月 日 曜日 時間 内容（テーマ） 対　　　象 場所
参加
人数

1 4 13 木 １４：００～１５：００ これって平等？公正？ 北栄町男女共同参画推進会議研修 北栄町中央公民館大栄分館 9

2 5 1 水 １５：５０～１６：５０
性別による無意識の思い込み～アンコンシャス
バイアスと人権～

県立米子工業高等学校職員研修 県立米子工業高等学校 54

3 5 30 木 ９：３０～１０：３０ よりん彩ツアー 倉吉市東中学校2年生 よりん彩 15

4 6 11 火 １３：００～１４：１５ よりん彩ツアー 倉吉看護専門学校助産師学科 よりん彩 16

5 6 18 木 １０：３０～１２：００
男女共同参画社会の実現にむけて～ジェン
ダー・アンコンシャスバイアス～

倉吉看護専門学校助産師学科 倉吉看護専門学校 16

6 6 18 木 １３：００～１４：４０ DV・ハラスメントについて 倉吉看護専門学校助産師学科 倉吉看護専門学校 16

7 6 18 木 15：30～16：50
男女共同参画の実現に向けて～平等と公正か
ら考える～

米子市立小中学校教職員研修 米子市福祉保健総合センター 20

8 6 27 木 13：25～14：25
男女共同参画社会の実現にむけて～ジェン
ダー・アンコンシャスバイアス～

鳥取南中学校２年生 鳥取南中学校 27

9 7 2 火 １３：００～１４：３０ ジェンダーを通して性の多様性について考える 倉吉看護学校 倉吉看護専門学校 25

10 7 8 月 １３：４５～１５：３０
男女共同参画に関する人権問題～ジェンダー・
アンコンシャスバイアス～

赤碕中学校１年生 赤碕中学校 9

11 7 23 火 １４：５０～１６：３５
男女共同参画に関する人権問題～ジェンダー・
アンコンシャスバイアス～

産業人材育成センター生徒 産業人材育成センター 34

12 7 24 水 14：00～15：30 職場での男女共同参画
倉吉市人権啓発企業連絡会新入社員
研修

エキパル 30

13 7 26 金 １４：００～１５：３０ 無意識の思い込みと人権 米子市民他 ふれあいの里 72

14 8 3 土 １5：００～１６：００ 体験者と良好な関係を築くために 五しの里さじ地域協議会 鳥取市佐治町 12

15 8 7 水 １９：００～２０：３０
くらしの中の男女共同参画～データから考えて
みよう～

灘手地区住民 灘手コミュニティーセンター 35

16 8 8 木 １０：００～１２：００ よりん彩ツアー及び人権研修 岩美町教育委員会人権教育主任会 よりん彩 10

17 8 21 水 １５：２０～１６：４０
男女共同参画を通してアンコンシャスバイアスを
考える

米子市小学校人権教育部会 米子市役所淀江庁舎 40

18 8 22 木 １４：００～１５：００
ジェンダー平等と・アンコンシャスバイアス・～男
女共同参画の視点・表現を考える～

えんトリー職員 中部えんトリー事務所 9

19 8 27 火 １9：００～２０：００ 男女共同参画と・アンコンシャス・バイアス 倉吉東高校PTA研修 倉吉東高校 20

20 9 3 火 １４：１０～１５：４０ 多様な性を理解し行動するために
鳥取県警察学校専科第1398期（被害
者支援）

県警本部 10

21 9 8 日 ８：３０～９：３０ 地域で起きるハラスメント 福庭東自治会員 福庭東自治公民館 47

22 9 10 火 １３：３０～１５：００ 男女差別について 倉吉東高等学校1年生 よりん彩 5

23 9 11 水 １０：００～１１：３０
それって無意識かも？！あなたの中にあるあた
り前を知ろう

Tottori Mama's ふれあい会館 6

24 9 11 水 １４：２５～１５：１０
一人ひとりにできること～男女共同参画の視点
から～

関金小学校６年生 関金小学校 18

25 9 17 火 １０：３０～１１：３０ ジェンダーと無意識の偏見 河北小学校６年生 河北小学校 20

26 9 20 金 １８：００～１９：３０ 職場環境と無意識の偏見 大山町内企業 大山町人権交流センター 15

(５)出前講座、よりん彩ツアーの実施状況

　自治会、ＰＴＡ、行政機関、企業等に男女共同参画センターよりん彩職員が出向き、男女共同参画の推進に関する研修、講座等を実施することで
啓発を行った。
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番号 月 日 曜日 時間 内容（テーマ） 対　　　象 場所
参加
人数

27 9 25 水 １６：３０～１７：３０
男女共同参画センターの取り組み・相談事業に
ついて

倉吉東高等学校1年生 よりん彩 3

28 9 28 土 １５：３０～１６：３０
男女差別・ジェンダー・相談事業・LGBTQについ
て

倉吉東高等学校1年生 よりん彩 4

29 10 5 土 １９：００～２０：００ 無意識の偏見と男女共同参画 上余戸自治会員 上余戸自治公民館 35

30 10 12 土 １０：００～１６：００ それいいね！自分らしく　あなたらしく シグナス祭参加者 倉吉短期大学・看護大学 60

31 10 13 日 １０：００～１４：００ それいいね！自分らしく　あなたらしく シグナス祭参加者 倉吉短期大学・看護大学 42

32 10 20 日 １８：００～１９：００ マジョリティの特権を可視化する 上井旭西自治会 上井旭西自治公民館 20

33 10 23 水 １０：３０～１１：１５ ジェンダーと無意識の偏見 明倫小学校６年生 明倫小学校 17

34 10 24 木 １０：４０～１２：００ ジェンダーと無意識の偏見 淀江小学校６年生 淀江小学校 91

35 10 20 金 １１：２５～１２：１０ ジェンダーと無意識の偏見 伯仙小学校６年生 伯仙小学校 65

36 10 27 日 １０：００～１２：００ よりん彩ツアー（ワークショップ） 気高町逢坂地区人権教育推進協議会 よりん彩 7

37 10 29 火 １０：４５～１２：００ ジェンダーと無意識の偏見 加茂小学校６年生 加茂小学校 90

38 10 30 水 １４：００～１５：４０ だれもがどれも選べる社会に 中央育英高校２年生 中央育英高校 72

39 11 5 火 １０：３５～１２：１０ ジェンダーと無意識の偏見 羽合小学校６年生 羽合小学校 89

40 11 6 水 １０：３０～１１：４０ ジェンダーと無意識の偏見 上灘小学校６年生 上灘小学校 7

41 11 12 火 １９：００～２０：００ 災害時における防災に関わる女性の人権 若桜町住民 若桜町教育委員会 58

42 11 14 木 １３：３０～１４：４０ 職場環境と男女共同参画 日南町内事業所に勤務する従業員 日南町総合文化センター 57

43 11 14 木 １５：３０～１６：４０ 職場環境と男女共同参画 日南町内事業所に勤務する従業員 日南町総合文化センター 65

44 11 16 土 ８：３０～１０：２０ What is gender？ 久米中学校2年生及び保護者 久米中学校 48

45 11 19 火 １８：３０～１９：３０ 地域で起きるハラスメント 倉吉市中野公民館住民 倉吉市中野公民館 17

46 11 19 火 １０：４５～１２：２０ ジェンダーと無意識の偏見 河崎小学校６年生 河崎小学校 31

47 11 25 月 １３：５５～１４：５５ ジェンダーと無意識の偏見 北斗中学校２年生 北斗中学校 32

48 12 4 水 １３：１５～１４：５５ ジェンダーと無意識の偏見 二部小学校６年生 二部小学校 7

49 12 8 日 ９：００～１０：００ ワークショップ「これって平等？公正？」 忰谷自治公民館住民 忰谷自治公民館 9

50 12 17 火 １５：３０～１６：４０ 職場環境と男女共同参画 日南町内事業所に勤務する従業員 日南町総合文化センター 73

51 12 17 火 １８：００～１９：１０ 職場環境と男女共同参画 日南町内事業所に勤務する従業員 日南町総合文化センター 24

52 12 19 木 １３：３０～１４：４０ 職場環境と男女共同参画 日南町内事業所に勤務する従業員 日南町総合文化センター 34

53 12 19 木 １５：３０～１６：４０ 職場環境と男女共同参画 日南町内事業所に勤務する従業員 日南町総合文化センター 44

54 1 10 金 １２：５０～１３：５０ ジェンダーと無意識の偏見 鳥取緑風高校３．４年生 鳥取緑風高校 78
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番号 月 日 曜日 時間 内容（テーマ） 対　　　象 場所
参加
人数

55 1 14 火 １３：００～１４：３０ ジェンダーを通して性の多様性を考える 看護学校生徒 県立看護専門学校 4

56 1 16 木 １０：４０～１２：１５ ジェンダーと無意識の偏見 弓ヶ浜小学校６年生 弓ヶ浜小学校 75

57 1 31 金 １３：３０～１５：３０
ジェンダーバイアスの影響から考える男女共同
参画

米子市人権擁護委員 米子市食品会館 50

58 2 1 土 １４：００～１５：３０
みんなで備えよう！～男女共同参画の視点か
ら、地域の災害対応を考える～

境港市市民 みなとテラス 37

59 2 4 火 １０：４０～１２：００
～ジェンダーバイアスの影響から考える～職場
環境と男女共同参画

鳥取県観光事業団全体研修 倉吉体育文化会館 50

60 2 5 水 １０：４０～１２：００
～ジェンダーバイアスの影響から考える～職場
環境と男女共同参画

鳥取県観光事業団全体研修 倉吉体育文化会館 50

61 2 12 水 １０：４０～１２：００
～ジェンダーバイアスの影響から考える～職場
環境と男女共同参画

鳥取県観光事業団全体研修 南部町まんてんホール 120

62 2 15 土 １４：００～１５：３０
男女共同参画してますか？～意識調査でみえて
きたこと～

日吉津村住民 ヴィレステひえづ 18

63 2 19 水 １７：３０～１８：３０
性別による無意識の思い込み～ジェンダーと性
的マイノリティの問題から考える～

倉吉市役所職員 倉吉市役所 100

64 2 20 水 １０：００～１１：００
～ジェンダーバイアスの影響から考える～職場
環境と男女共同参画

天神川流域下水公社職員 天神浄化センター 8

65 2 19 水 １７：３０～１８：２９
性別による無意識の思い込み～ジェンダーと性
的マイノリティの問題から考える～

倉吉市役所職員 倉吉市役所 80

66 3 8 土 １０：００～１１：３０ ワークショップ（マイクロアグレッション） 高校生 はばたき人権文化センター 14

67 3 24 月 １８：５０～１９：３０
ジェンダーを考える～女らしさ男らしさがもたらす
もの～

人権・同和教育推進協議会職域部会員湯梨浜町役場 15

2,390
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３ 人材育成事業実施状況 

（１）男女共同参画推進人材育成事業 

①人材育成セミナー 

男女共同参画社会の実現に向け、固定的な性別役割分担意識の解消や男女共同参画の理解定着のための

取り組みを推進していくリーダー的立場の理解者を育成するためのセミナーを開催した。 

 

開催時期 
テーマ及び講師 参加者 

会 場 

10月9日（水） 

14:00～16:00 

法曹の世界に飛び込んだ女性からジェンダー平等を考える 

～こんなに変わった!? それともまだまだ!?～ 

【講師】 

①尾崎 裕和 さん（NHK連続テレビ小説「虎に翼」制作統括） 

②吉田 恵里香 さん（NHK連続テレビ小説「虎に翼」脚本家） 

【内容】 

講師お二人による講演、対談 

３２２人  

会場参加   

１５０人   

配信視聴   

１７２人   
エースパック未来中

心小ホール（倉吉市） 

 

＜成果＞ 

・大変人気の高かった令和６年度上期のNHK連続テレビ小説「虎に翼」の制作統括及び脚本家のお二人

を講師とした講演会を番組の終了直後に実施したことによって、多くの方に注目される講演会とな

り、日頃の講演会では参加されない方も含めて幅広い方々に、女性活躍や男女共同参画をはじめとし

た様々な人権問題について理解を深め、考えていただくための取り組みとすることができた。 

・参加者からは「ドラマ終了のタイミングで、ドラマを通じてのお話しだったので分かり易かった」「ド

ラマ『虎に翼』を通して、男女平等について考えるよい機会になった。」「講師の“人と人は分かり

合うことは難しいもの。なぜ相手がそう思っているのか考えることが大事”との言葉を実践したいと

思います」「『虎に翼』を契機に、日本の歴史や人権問題への問題提起をきちんと進めていこうと思

います」などの御意見をいただいた。 

＜課題＞ 

・話題性のあるテーマや講師を取り上げたことにより、幅広く多くの方に参加いただき、男女共同参画

の裾野を広げる役割を大いに果たしたと思われるが、“リーダー的立場の理解者を育成”の目的につ

いては不十分であった。より多くの方に参加していただき、より専門性の高い講演を実施するために

は今後も引き続き講演テーマや講師選定を検討していく必要がある。 
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②ジェンダーバイアス解消セミナー 

男女共同参画社会を実現していくため、長年にわたり人々の中に形成された性別に基づく固定的な性別役

割分担意識や、アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）にとらわれることなく男女共同参画への理

解を深め意識を育んでいくことを目的として開催した。 

開催日 

会 場 
テーマ 講師 参加者 

１１月１６日

(土) 

13:30～15:30 

エースパック

未来中心セミ

ナール－ム１

(倉吉市) 

アニメのヒーロー、ヒロインから 

よむジェンダーバイアス 

～昭和から令和まで～  

＊ハイブリッド方式・サテライト会場での実

施（会場＋サテライト会場＋当日オンライン

受講） 

須川 亜紀子さん 

（横浜国立大学教授） 

 

会場   ２２人 

オンライン１５人 

サテライト３２人  

合計６９人 

 

＜成果＞  

・市町村へ連携を呼びかけ、チラシの配架だけでなく広報誌への掲載、サテライト会場としての実施（４

市町）などを行うことで、普及・啓発の促進につなげることができた。また、ハイブリッド方式での開

催によって会場での受講ができない方や、遠方の方にも受講する機会を提供できた。 

・身近で親しみのあるアニメを通してのセミナーであったこともあり、初めての参加者も多く、男性、

若い年齢層の参加があった。男性受講者が、４割近くの参加であった。 

・参加者からは、「アニメの作品がこんなに変化しているのは驚きでした。このように、多方面でジェン

ダーバイアスが変わっていくのだと思った。」「幼少期の学びが多いとのことを意識して子育て、孫育

てに生かしていきたいと思います。」「作品とその作品が放送された当時の社会を交互に聞けて、たく

さん気づきを得られました。」「アニメの中にもジェンダーに関する歴史があることが知れてよかっ

たです。考えながら観ていきたいと思いました。」「ジェンダーバイアスについて、年代、背景、アニ

メを通して知ることができ、先入観、思い込みについて、自分自身はどうか？考えさせられる内容で

した。」などのご意見をいただいた。 

＜課題＞ 

・オンライン接続で、質問の声が聞こえなかったことへの改善。各市町村へ日程だけでも早くに伝え、

広報誌への記載の枠を確保できるようにする。 
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（２）相談スキルアップ講座[３企画] 

 多様化する相談や女性特有の困難・課題への相談に適切に対応していくためには、相談スキルの向上と

併せて様々な視点や考え方を学び続ける必要がある。相談業務・支援業務に関わる相談員、担当者等に対

して、男女共同参画の視点を踏まえて相談業務の質の向上を図るための講座を実施した。 

 

 
開催日 

テーマ及び講師
 

参加者
 

開催方法 

１ 7月11日（木） 

13:30～15:30 

「トラウマインフォームドケア①」 

～トラウマインフォームドケアとは～ 

〔講師〕細田（アーバン）珠希さん 

（鳥取大学大学院医学系研究科 教授） 

３１人 

ｴｰｽﾊﾟｯｸ未来中心 

セミナールーム１ 

２ 7月18日（木） 

13:30～15:30 

「トラウマインフォームドケア②」 

～相談支援場面での活用～ 

〔講師〕細田（アーバン）珠希さん 

（鳥取大学大学院医学系研究科 教授） 

３０人 

ｴｰｽﾊﾟｯｸ未来中心 

セミナールーム１ 

３ 9月5日（木） 

13:30～15:30 

「サイコドラマ」～こころとからだに耳を澄ます～ 

〔講師〕浦木 恵子 さん 

（臨床心理士） 

２７人 

ｴｰｽﾊﾟｯｸ未来中心 

セミナールーム１ 

 

＜成果＞ 

・相談等に役立つ今日的で実践的な内容の講座を実施することができた。 

・参加者から「トラウマインフォームドケア」講座については、「トラウマを打ち明けることの難

しさについて理解を深めることができた」「ＰＴＳＤ症状について詳しく知ることができた」「い

ろいろな事例を検討することで“トラウマの眼鏡をかける”という考え方が少しずつ理解できた

ように思います」などの感想をいただいた。また、「サイコドラマ」講座では、「頭で考えるだ

けでなく、演習を通じて“感じること”を意識するなど、感覚に着目した研修で新たな気づきに

繋がった」などの感想があり、今後の相談業務の質の向上を図るための有意義な講座となった。 

 

＜課題＞ 

・今後も社会情勢等を踏まえながら、現場のニーズに合致した内容の講座を実施する必要がある。 
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４ 活動支援事業実施状況 

（１）よりん彩記念日フォーラム支援事業 

 平成１３年４月１日の「よりん彩」開設を記念して、県民で組織する実行委員会とよりん彩が共催

でフォーラムを開催して、男女共同参画推進に関する気運を高め、併せて活動拠点としてのよりん彩

を広く県民に周知することを目的として実施した。 

開催日  令和６年６月２９日(土) 午前１０時～午後０時３０分 

会 場  よりん彩 及び エースパック未来中心（小ホール・アトリウム・ホワイエ） 

内 容 

【アトリウム】10：00～12：30 

・ステージイベント（小中学生バンド、ヒップホップダンス、 

金管楽器アンサンブル、バルーンアート＆ジャグリング） 

・ものづくりコーナー（sunaba.rinko，NICO Claft、倉吉市文化財課） 

・防災・減災コーナー（消防防災サークル「ToCoToN FAST」、消防署、自衛隊） 

・飲食テイクアウト 

【ホワイエ】10：00～12：30 

・とっとり建設☆女星ネットワークかるた  

・なしっこ館パネル展示 

【よりん彩】10：00～12：30 

・カノウユミコさんミニ講演会（11：00～11：30） 

・雑誌リサイクル、リサイクルアート、よりん彩クイズラリー、 

みそ玉つくり、パネル展示「男性の家事への進出」 

【小ホール】13：00～14：00 

・寸劇（北栄町女性団体連絡協議会）、 

スライドショーによる団体紹介、自力整体 

参加者数 約６００人 

考察等 

よりん彩記念日フォーラムは、男女共同参画推進に関する気運を高め、活動拠点としてのよ

りん彩を広く県民に周知することを目的に、２０年に亘って開催してきました。１月に実行

委員会を立ち上げて毎月協議を重ねました。 

鳥取市、倉吉市、大山町、八頭町からも実行委員会に加わっていただきました。 

今年度は、例年以上に実行委員一人一人のアイデアや関わりを密にし、実行委員が主体とな

って委員会運営、当日の運営を行いました。梅雨の合間の天気にも恵まれ、昨年を上回る盛

況ぶりとなりました。 

このフォーラムを通じて、関係諸団体の方々と協議・交流ができたことや今後もよりん彩を

核にして繋がって活動できることを確信しました。 
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（２）不安や困難を抱える女性支援ツナゲル事業 

様々な困りごとを抱えている女性を対象として県内で営業するカフェをはじめとする飲食店（協力店）

等を気軽な相談窓口として活用し、協力店から連絡を受けた相談員が協力店と連携して相談者の悩みご

とへの相談に応じるとともに支援活動の取組を実施している。また、必要に応じて関係機関と連携して

問題解決に繋げていく取組も実施することとしている。 

 

【事業の実施状況】 

委託先団体 実施状況 

きりんのまち・愛プロ

ジェクト 

・委託期間  令和６年４月～令和７年３月 

・相談件数  １２５件（１４９人） 

・主な相談内容  子育て、仕事、人間関係、生活の苦しさ、ＤＶ、 

外国人支援 など 

・協力店舗数   ４店舗（東部2、中部1、西部1） 

 

 

＜成果＞ 

・子育てや子どものいじめの問題、知人や家族間のトラブル、就業や生活の苦しさ、生活文化や

言葉の壁による外国人女性の孤立・トラブルなど、様々な悩みについて、公的な機関ではなか

なか相談や支援に繋がりにくい方からの相談に対応する窓口としての役割を果たすことがで

きた。事業に対する地域での認知度も高まっているところであり、相談件数が増加した。 

＜課題＞ 

・東部地域だけでなく中西部にも活動範囲が広がっていくことが必要であり、そのための取組の

工夫についても検討していく必要がある。 

・様々な相談を受ける中で、行政機関などの関係機関に繋げても対応してもらえず、問題解決に

繋がらない事案が生じており、相談者へのフォローアップを考える必要がある。 

・民間相談窓口と多種多様な専門職や行政担当者を繋ぐなど、相談や支援に繋がりにくい方から

の相談を受け付ける取組を進め、問題解決に繋げていく取組を検討していく必要がある。 
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（３）よりん彩活動支援事業 

  男女共同参画社会の実現に向け、県内で活動する団体や企業・若者などのグループが自ら企画し運

営する講演会や学習会、調査研究等事業に対して補助金を交付する。 

 

【公開講座】 

鳥取県内で活動する団体等が自ら企画運営する男女共同参画を学習する講座の開催に対してより

ん彩が補助金を交付して支援する。 

＜対象講座＞団体構成員以外にも公開され、概ね３０人以上の参加者を見込んだ講座 

＜補助金額＞１事業あたり１０万円を上限とする 

 

１ 

＜開 催 日＞ ４月２４日（水） １０時～１２時 

＜会  場＞ 国際ファミリープラザ米子 ［米子市］ 

＜内  容＞ （講演）実り多い豊かな人生 私は創造的でありたい 

～人生 100 年時代を生きるということについて～ 

       （講師）若宮正子さん（ＩＴエバンジェリスト、プログラマー） 

＜主  催＞ 米子市連合婦人会 

＜参加者数＞ １１０人 

＜補助金額＞ １００，０００円 

２ 

＜開 催 日＞ ６月２１日（金） １５時～１７時/１８時３０分～２０時３０分 

＜会  場＞ とりぎん文化会館 第１会議室 ［鳥取市］ 

＜内  容＞ （講演）上映会『Team その子』＆「解離あるある」トーク 

       （講師）友塚結仁さん、西山さつきさん 

＜主  催＞ 映画『Team その子』鳥取上映会実行委員会 

＜参加者数＞ ２７７人 

＜補助金額＞ １００，０００円 

３ 

＜開 催 日＞ ９月２８日（土） １３時３０分～１５時 

＜会  場＞ 北栄町中央公民館講堂 

＜内  容＞ （講演）家族が介護になっても、夢や希望をあきらめない 

～仕事と介護、両立のススメ～ 

（講師）神戸貴子さん 

（N.K.C ナーシングコアコーポレーション合同会社代表） 

＜主  催＞ 北栄町男女共同参画推進会議 

＜参加者数＞ ４２人 

＜補助金額＞ ７８，７７７円 

４ 

＜開 催 日＞ ９月２９日（日） １３時３０分～１５時３０分 

＜会  場＞ 鳥取県立図書館大研修室 ［鳥取市］ 

＜内  容＞ （講演）私たちの『今』と生田長江―小説『火口に立つ。』からー 

       （講師）松本薫さん（作家） 

＜主  催＞ 地元作家松本薫の作品を愛読する会 

＜参加者数＞ ５５人 

＜補助金額＞ １００，０００円 

５ 

＜開 催 日＞ １１月２３日（土） １０時～１１時３０分 

＜会  場＞ 日野町山村開発センター 

＜内  容＞ （講演）誰でも時短家事をするとこんないいことがある 

       （講師）柴田まゆみさん（時短家事コーディネーター） 

＜主  催＞ 日野郡男女共同参画連絡会 

＜参加者数＞ ２７人 

＜補助金額＞ ８８，４３４円 
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６ 

＜開 催 日＞ １２月１５日（日） １３時～１５時 

＜会  場＞ 倉吉交流プラザ 第１研修室 

＜内  容＞ （講演）大人のものさし見直そう 

       （講師）武田信子さん（一般社団法人ジェイス代表理事、臨床心理士） 

＜主  催＞ チャイルドラインうさぎのみみ 

＜参加者数＞ ３９人 

＜補助金額＞ １００，０００円 

７ 

＜開 催 日＞ １２月１５日（日） １３時３０分～１５時 

＜会  場＞ 倉吉交流プラザ 視聴覚ホール 

＜内  容＞ 命とピアノと香り 

       （講師）中野麻衣さん 岸本聖華さん 

＜主  催＞ Repos（ルポ） 

＜参加者数＞ ２８人＋子ども１８人 

＜補助金額＞ １００，０００円 

８ 

＜開 催 日＞ ２月２２日（土） １３時３０分～１５時３０分 

＜会  場＞ エースパック未来中心 セミナールーム１ 

＜内  容＞ 選択的夫婦別姓セミナー 

       （講師）井田奈穂さん（一般社団法人「あすには」代表理事） 

＜主  催＞ 鳥取県ジェンダー平等をすすめるネットワーク 

＜参加者数＞ ３０人 

＜補助金額＞ １００，０００円 

 

 

＜考察等＞ 

男女共同参画に対して、様々な分野からの講座が開催され、県民への普及啓発の活動を支援

することができた。 

新規団体の利用もあり、男女共同参画センターの認知も広がってきたように思う。 

 

 

 

 

 

【研修支援講座】 

男女共同参画の推進に関する自主的な学びの企画を支援するため、自治会・事業所・ＰＴＡ等の行

う研修会や有志による学習会などの開催に対して、よりん彩が補助金を交付する。 

＜対象研修会＞ 参加者が概ね１０人程度の研修会 

＜補助金額＞ １事業あたり２万５千円を上限とする 

 

 

 

１ 

＜開 催 日＞ ７月１７日（水）１３時３０分～１５時 

＜会  場＞ よりん彩図書閲覧学習コーナー ［倉吉市］ 

＜内  容＞ 人生１００年サロン  

山下菫さんを囲んで「碧川かた」の生きた時代を語り合いましょう 

       （講師）山下菫さん 

＜主  催＞ 高齢社会をよくする会くらよし 

＜参加者数＞ １２人 

＜補助金額＞ ２５，０００円 
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２ 

＜開 催 日＞ ９月７日（土）９時３０分～１１時３０分 

＜会  場＞ 大山町立大山公民館 ［大山町］ 

＜内  容＞ （講演）人生後半を女性が生き抜くためのヒント・ポイント 

「これからの人生のお金の話―相続・遺言・年金・ライフプラン etc」 

       （講師）山根英行さん 

＜主  催＞ 大山女性の会 

＜参加者数＞ ２５人 

＜補助金額＞ ２５，０００円 

３ 

＜開 催 日＞ １１月１７日（日）  １９時～２０時１０分 

＜会  場＞ 上井町１丁目西公民館 ［倉吉市］ 

＜内  容＞ （講演）災害時の人権について 

       （講師）佐藤淳子さん 

＜主  催＞ 上井町１丁目西自治公民館 

＜参加者数＞ ２２人 

＜補助金額＞ １２，０００円 

４ 

＜開 催 日＞ ３月８日（日） １０時～１２時  

＜会  場＞ よりん彩交流サロン ［倉吉市］ 

＜内  容＞ 国際女性デー 戦後 80 年を迎えるにあたって「戦争と平和」を考える 

（講師）中尾和則さん 

＜主  催＞ 平和グループ「プワン」 

＜参加者数＞ ２３人 

＜補助金額＞ ２５，０００円 

＜考察等＞ 

公開講座と同じく、様々な分野で男女共同参画を学ぶ機会となった。 

内容もジェンダー平等、男女共同参画の視点での防災など普段の生活の中で身近に考えることが

できるものであった。男女共同参画を身近なものとして考えるよい機会となった。 

 

 

 

<<年度別活動支援事業費補助金の交付件数>> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 H13～R2 R３ R４ R５ R６ 累計 平均 

公 開 講 座 ２１３ ２ ６ ４ ８ ２３３ ９．７ 

研修支援講座 ２１３ ３ ５ ５ ４ ２３０ ９．６ 

若者企画講座 ２２ ０ ０ ０ ０ ２２ ０．９ 

調 査研究等 ５ １ ２ １ ０ ９ ０．４ 

合 計 ４５３ ６ １３ １０ １２ ４９４  
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（４）よりん彩学びのサロンの概要 

市町村職員が男女共同参画に関する理解を深め、担当業務に関する情報交換ができる県・市町村担当者のネ

ットワーク構築の場として開催した。 

  

第１回学びのサロン 

【内容】市町村担当者との意見交換 

日 時 令和６年８月８日（木） 午後１時～午後３時３０分 

参加者 ２１名 

内 容 

令和６年度男女共同参画推進に係る県市町村担当課長会議と合同で開催 

 （１）男女共同参画関連施策の推進に係る情報共有 

 （２）県からの伝達事項 

 （３）意見交換（よりん彩「学びのサロン」） 

【概要】 

県の女性応援課と市町村担当課との会議に合わせて開催した。男女共同参画センターの機能強化を図るた
めの法案等の国の動向について情報提供を行った。あわせてよりん彩の事業説明、各市町村から取組状況等
が報告された。 
 

 

 

第２回学びのサロン 

 

【内容】島根・鳥取男女共同参画センター担当者会議 

日 時 令和６年１０月４日（金） 午後１時～午後３時 

参加者 １５名  

 

【概要】島根、鳥取両県の男女共同参画センター及び両県内の市町村男女共同参画センターの企画、運営力向上

を図りセンター同士の連携を促進するため、毎年交替で当番県となり情報交換会等を実施している。 

   各センターが抱える事業の企画運営上の課題や講師選定など、共通の課題について情報交換を行った。 
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（１）相談事業の概要

①　相談員の配置

 各相談室  月4回 女性臨床心理士2人

 ｾﾝﾀｰ相談室  月1回 男性臨床心理士1人

 法律相談ｾﾝﾀｰ内  各会場週1回 当番弁護士

※H26.6新設（男性相談者対象／男性相談員が対応）

② 相談時間

2人

2人

3人

心の相談

男性相談

法律相談

ｾﾝﾀｰ相談室

東部相談室

西部相談室

オトコの相談日

 ｴｰｽﾊﾟｯｸ未来中心内

 県庁第２庁舎内

 米子ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ内

 ｴｰｽﾊﾟｯｸ未来中心内

2人

(面接、要予約）
 月2回（第１・３水曜日）

 第1土曜日　15：00～18：00

 毎週土曜日　9：30～12：00

 男性相談

(面接・電話、要予約）

 法律相談

（面接、要予約）

 心の相談

 火曜日～日曜日 9:00～17:00
　＊月曜日が祝日の場合は開館し、翌日が休館
  ＊面接相談は予約により19:00まで延長

電話相談・面接相談

(要予約）

 月曜日～金曜日（祝日を除く）
   9：00～12：00 ／ 13：00～17：00
 ＊第3木曜日は休室

 月1回（第１水曜日）

電話相談・面接相談

(要予約）

 心の相談

（面接、要予約）

 毎週土曜日　13：30～17：30
[0858-23-3955]

　性別による差別的取り扱い、その他男女共同参画社会の実現を阻害する要因となっている問題に対する相談に応じる。

（鳥取県立倉吉未来中心の設置等に関する条例第2条第2項）

　また、県民からの男女共同参画にかかる意見要望を聞き取る。（鳥取県男女共同参画推進条例第11条第2項）

　相談に応じた各事例を十分に分析し、今後取り組む課題を整理して施策化等へ繋げる。

一般相談員 専門相談員

相談室 場所 相談員 内容 場所 相談員

 ５　相 談 事 業 実 施 状 況 

 毎週土曜日　9：30～12：00
 法律相談

（面接、要予約）

 月曜日～金曜日（祝日を除く）
   9：00～12：00 ／ 13：00～17：00
 ＊第3木曜日は休室

電話相談・面接相談

(要予約）

 心の相談

（面接、要予約）

 法律相談

（面接、要予約）

 月1回（第４月曜日）

 毎週火曜日　13：30～16：00
 毎週金曜日　10：30～12：30

℡0859－33－3955 専門相談

ｾﾝﾀｰ相談室

℡0858－23－3939

東部相談室

℡0857－26－7887

西部相談室

倉吉

鳥取

一般相談

専門相談

一般相談

専門相談

一般相談

相　談　室 相　　　談　　　日

米子

オトコの相談日

(電話・面接）
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（２）相談の類型別件数

①一般相談・オトコの相談 （単位：件）

女性 男性 不明 小計 女性 男性 不明 小計 女性 男性 不明

22 12 9 43 3 1 4 25 13 9 47 2.5%

66 27 93 5 5 71 27 0 98 5.2%

172 54 226 53 18 71 225 72 0 297 15.7%

(9) (4) (13) 2 (2) (11) (4) (0) (15) (0.8%)

295 39 334 15 7 22 310 46 0 356 18.8%

104 33 137 3 3 107 33 0 140 7.4%

10 15 1 26 0 10 15 1 26 1.4%

148 106 254 2 1 3 150 107 0 257 13.6%

47 6 6 59 0 47 6 6 59 3.1%

280 25 1 306 6 1 7 286 26 1 313 16.6%

218 58 9 285 6 5 11 224 63 9 296 15.7%

1,362 375 26 1,763 93 33 0 126 1,455 408 26 1,889

93.3% 6.7% 77.0% 21.6% 1.4%

②　専門相談 (単位：件）

③　相談室別集計 (単位：件）

77.0% 21.6% 1.4%

100.0% 0.0%

78.4% 21.6% 0.0%

72.6% 26.2% 1.2%

合　計

割合（％）

女性

 5　人間関係

 6　性・性的被害

 7　暮らし

 8　からだ

 9　こころ

10  その他

主　訴

 １　生き方

 2　仕事上の問題

 3　夫婦関係の悩み

　　(うちＤＶ)

 4　家族・親族

男性

408

126

27

5611,553

126

備　　　考

 第1・3水曜日（センター・東部）、第3水曜日（西部）
 一人60分程度

 第1土曜日　 一人60分程度

 毎週土曜日（鳥取・倉吉)、毎週火・金曜日（米子）一人30分程度

1,177

専門相談

2,140643

オトコの相談 126

26

0

0

合　　計 26

78 14 33 125 98

320

126

1,889 1,455973 629 287

センター 東部

法律相談 8 2

合　　計 98 27

合計 割合

男性相談 25 25

電話相談 面接相談 計

一般相談

女性 男性 合計

心の相談 90 90

125

オトコの
相談日

4

10

25

0

3

24

10

3

10

34

3

10

西部 合計 不明
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（３）相談内容の傾向

＜相談全般＞

＜一般相談・オトコの相談＞

＜専門相談＞

《一般相談の主訴　上位5位の推移》

24.4

13.8

13.2

12.2

8.3

《一般相談の年次推移》 （単位：件）

3

合　　計

家族・親族

こころ

暮らし

仕事上の問題

順位

1

2

59

（単位：％）

7.4

17.9

(15)

356

140

26

4 13.6

15.7

18.8

令和6年度令和5年度

こころ

家族・親族

夫婦関係

　一般相談・オトコの相談について、合計相談件数は昨年度に比べ、７４６件（２７．０％）減少した。なお、一般相談に
おける男性からの相談件数は３１６件（４３．６％）減少、一般相談における男性からの相談割合は５．９％減の２１．
６％で令和４年度並みの割合だった。オトコの相談の相談件数は前年度に比べて６件（５．０％）増加した。
　一般相談における最も多い相談主訴は「家族・親族」であり、前年度と比べて「夫婦関係の悩み」の割合は減少し、「こ
ころ」の割合が増加した。また、「暮らし」の割合が２年連続で増加している。

47

5

夫婦関係

16.8

暮らし

人間関係

こころ

夫婦関係

暮らし

人間関係7.1

11.6

９ こころ 326 571

1,523 1,702 1,819

15.1

474

307

167

16.6

187

　専門相談（心の相談、男性相談及び法律相談）について、合計相談件数は昨年度に比べ２５件(１６．７％)減少した。
　心の相談における最も多い相談主訴は「家族・親族」であり、年代別では５０代からの相談が最も多かった。男性相談に
おける最も多い相談主訴も「生き方」であり、年代別では２０代からの相談が最も多かった。法律相談における最も多い相
談主訴は「夫婦関係」であった。

2,301

81

227

171

162

29

709

318

７ 暮らし 74 48 147

８ からだ 14 20

５ 人間関係 117 159 173

６ 性・性的被害 18

282

1,809

(10)

445

257

 （うちＤＶ） (14) (18) (12)

４ 家族・親族 221

239 190

(2)

308

99

441

7 13

127

12

98

297

197

502

40

238

２ 仕事上の問題 88

197 225

３ 夫婦関係 241

304

(7)

250

51

271

10その他 367 319 346

6

１ 生き方 57 36 72

主訴

81

平成30年度 令和元年度平成29年度

313

296

214

11.7

9.9

5.5

86

107

70

令和5年度

92

家族・親族

令和6年度令和3年度 令和4年度

13.4

2,641

81

1,848

398

380

455

夫婦関係

暮らし

人間関係

30.8

107

151

7

220

106

226

(3)

172

令和2年度

　対前年度比で、７７１件（２６．５％）減となる２，１４０件の相談が寄せられた。
　最も多い主訴は「家族・親族」であり、次いで「こころ」、「夫婦関係の悩み」、「暮らし」の順となっている。ストレ
スの強い家庭生活の中で、依然として家族・夫婦間のトラブルを抱えており、また、精神疾患等を抱えての苦しさ、生きづ
らさや将来への不安を訴える相談が昨年度までと同様に多かった。
　令和6年度の特徴として、昨年度最も多かった「夫婦関係の悩み」の相談は減少、それ以前に多かった「家族・親族」、
「こころ」の相談が増加し、新型コロナ禍以前の相談傾向に戻ったように思われる。
　頻繁かつ長時間の相談対応の影響で新規相談者の相談電話がつながりにくい状況にあったことから、令和6年度から頻回
相談者に自分を顧みて自身で考える時間をある程度設けていただく対応を行ったこと、また、困難を抱える方々への相談窓
口が増加したことから、一般相談の延べ件数は減少したものと思われるが、相談者の実人数は概ね同じであった。

1,889

令和3年度 令和4年度

こころ

家族・親族

30



《心の相談》 （単位：件） 《男性相談》

件数

21

0

主 主 2

0

0

訴 訴 0

2

0

0

0

25

0

12

年 年 6

1

2

代 代 0

4

0

《法律相談》 （単位：件）

主

訴

年
代

区　　分

区　　分

家族・親族 3

10

35

5

性・性的被害 0.0%性・性的被害 1

暮らし 0

仕事上の問題

合　計

60.0%

法律相談センターで行っているため、把握し
ていない。

1.1%

0.0%

夫婦関係 6

５０代

100.0%

不明 3 3.3% 不明

1 10.0%

30.0%

５０代

件数 割合

７０代以上 4 4.4% ７０代以上

６０代６０代 1.1%

38.9%

1

４０代 23

90

３０代 15

１０代 0 0.0% １０代

３０代

暮らし

16.7%

その他

0.0%

100.0%

こころ

からだ

人間関係

その他 0 0.0%

合　計

仕事上の問題 8 8.9% 仕事上の問題

夫婦関係

４０代

２０代 9 10.0% ２０代

25.6%

夫婦関係

生き方 11

件数 割合

22 24.4%

12.2% 生き方

家族・親族 34 37.8%

合　計

家族・親族

5.6%

区　　分

0.0%

0.0%

こころ 9 10.0%

からだ 0 0.0%

人間関係

0.0%

8.0%

0.0%

100.0%

0.0%

16.0%

（単位：件）

0.0%

4.0%

8.0%

84.0%

0.0%

0.0%

24.0%

8.0%

0.0%

割合

48.0%
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（１）情報資料室（ライブラリー）

1

2 2023年度よりん彩情報ライブラリー貸出しベスト５　

3

4 男女共同参画週間

5 日本初の女性弁護士　中田正子パネル展　　

6 ご存じですか？１１月１９日は「国際男性デー」　

7 女性に対する暴力をなくす運動　

8 人権について考えてみませんか？

9 男性論　おすすめの本コーナー

10 わたしにもある？無意識の偏見？　アンコンシャス・バイアス

11 ジェンダー平等の実現に向けて

12 国際女性デー特別企画「輝く女性とっとり」

13

６　情報収集・提供事業実施状況

　よりん彩情報資料室では、男女共同参画社会づくりの推進に必要な情報提供を行うために、資料
(図書・行政資料・雑誌・映像資料等)を収集し、貸し出しを行っている。

　（ア）特  徴
　  　・男女共同参画に関する基本的な資料を収集している。また、男女共同参画はあらゆる分野
　　　　に関わるため、「家族」「子育て」「教育」「高齢者」「労働」「健康」「地域づくり」
　　　　など、幅広い分野の資料を収集している。
　　　・男女共同参画に関する計画、調査、研究、報告などの行政資料を収集し、登録して貸し出
　　　　しを行っている。
　    ・男女共同参画週間などのイベントや、おすすめの図書・DVD等を紹介する企画展示を定期的
　　　　に行い、関連講座での「出前貸出」、学校やグループなどへの「団体貸出」を行っている。
　　  ・資料は、センターホームページや「鳥取県図書館横断検索」で検索できる。
　 　 ・県内公共図書館を窓口に、センター資料の貸し出しと返却を行っている。
　　　・男女共同参画に関するデータ、学習に使用する資料、研修会講師などの相談に応じる「情
　　　　報相談」を行っている。

　（イ）令和6年度の主な取組
　　　・時期に合った企画展示を計画的に実施し、男女共同参画に関する著書を幅広く知ってもらう
        よう取り組んだ。
　　　・NHK朝の連続テレビ小説「虎に翼」の主人公のモデル、三淵嘉子さんとともに日本初の女性弁
        護士となった中田正子さんの資料やパネルを紹介する企画展示を開催。来館者のみなさんに広
        く紹介した。
　　　・図書館大会では、過去の成功事例や教訓を参考にしながらよりん彩の取組実践について発表
　　　　し、新しい取組にチャレンジする他機関のさまざまな図書館の可能性を広げることがで
　　　　きた。
　　　・情報資料室の資料のうち、１２２６冊の蔵書を要領に基づき廃棄した。
　　　・団体貸出制度により、人権学習や保健学習など学校や各市町村図書館の学習を支援。
　　　・男女共同参画に関する啓発パネルを、各教育機関、市町村関係機関、市町村図書館などに広
　　　　くPRをすることで事業主催者等に貸し出し、多くの参加者に意識を高めてもらえるよう取り
　　　　組んだ。
　　　・３月８日の国際女性デーに合わせた関連イベントとして講演会やリラックス講座、また、鳥取
　　　　で活躍する女性や、働きやすい職場環境づくりに取り組む企業を紹介する「輝く女性とっと
　　　　り」のパネル展を開催した。
        情報ライブラリー登録団体数は、令和７年３月末で６４団体。

日本初の女性弁護士　中田正子展　

タ　　イ　　ト　　ル

【企画展示実績】

若年層の性暴力被害予防月間

【企画展示】「国際女性デー2025」３月８日は国際女性デー 女性の生き方を考える日
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【企画展示の一例】
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相貸

13 ― ―

14 ― 37

15 ― 85

16 ― 78

17 ― 69

18 ― 69

19 ― 80

20 8 69

21 43 175

22 43 273

23 143 336

24 191 303

25 4,834 70 200

26 82 238

27 5,242 106 179

28 2,304 47 125

29 2,240 62 104

30 1,923 19 116

R１ 2,361 21 89

R２ 2,324 70 38

R３ 2,722 74 66

R４ 2,639 87 74

R５ 2,470 71 133

R６ 2,616 22 134

合計 1,159 3,070

 　（オ）貸し出し上位資料

　　　①図書

順位 回数

1 19

2 16

3 14

新潮社

3,514 259 17,366 2,120 279

3,572 -1,018 16,348

赤ちゃんとママ社

1,728

14,025

66

書　　　　　　　名 著　者　名 発　行　所

ヨチヨチ父：とまどう日々

―

327

ヨシタケシンスケ

成瀬は信じた道をいく 宮島　未奈

宮島　未奈

1,906

292

92

16,540

238

2,26758

540

5,215

70 3,052 234 15,297

62

1,425209 642

286

292

蔵書数(点)

個人

貸出数
（点）

177

1,617

4,657

978

1,129

2,561

2,352

1,179

1,290 9,306

274

6,273

7,692

863

802

11,9822,615

61

161

3,572

2,836811

3,832

16,248

7,002699

4,152

2,8101,582

255

241 7022,078 12,684

1,837

3,042

3,851

1,191

1,683

1,160

5,386

803

5,577

9,367

1,644

8,503

2,121

1,882

1,014

652

9661,870

2,773

650

801

5,711146 1,056

836

2,784

2,4536,890

-1018

4,131

累計

54雑　　誌

映像資料

151

151

新規

4,848193

年度

717

515

504

―

2,756 808

1,957

合　　計 100

3.2

17,366

増加
団体

(相談室)

1,948

311

登録者数(人)

311

内
訳 1,485

16,348

9,041

4,131

-856

1,5733

1,431

区分

郷土

行政

1,230

一般

図書

令和６年度３月末(点)

13,332

児童

増減

-201

 令和５年度３月末(点)

14,407

-21

9.6

7.5

比率(％)

9,897

1,576

55.3

9.1

内　　訳(点)
情報相談
件数(件)

81.6

13,383

-1075

―

1,717

15.32,444

1,506

2,860

3,144

15,063 3,717

1,722138

　＊１３年度はシステムが整備されておらず貸出の内訳が不明。 平成２１年度に行政資料１８００冊を一括登録。
　＊県内公共図書館間の相互貸借（相貸）は２０年度１０月より開始。

406 14,777 5,190

2,967

336

122

1,828

45

3,271

15,633

161 2,722 346 14,371

　（エ）年度別利用統計

　（ウ）蔵書の状況

65 3,209

356

272

1,898

359

1,419

2,498

3,689

累計

1,957

256 15,889

1,075

3518

3,316

63 3,448

230

3,386

83,536 62,533

1,674

2,396 252

成瀬は天下を取りにいく

512

69 3,385 329 16,869

17,107 2,127 425

19,84416,348

新潮社
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　　　②ＤＶＤ・ビデオ

順位 回数

1 5

1 5

2 2

2 2

3 1

東映株式会社　教育映像部 

書　　　　　　　名

言葉があるから　～無自覚の差別「マイクロア
グレッション」

ハラスメント・しない、させないための双方向
コミュニケーション

　（カ）成　果
　　　・企画展示を計画的に実施することで、男女共同参画に関する図書が手に取りやすく、わかり
　　　　やすいレイアウトになった。
　　　・連携展示を行い、男女共同参画に関する著書を幅広く知ってもらうことができた。
　　　・よりん彩フォーラムにて啓発パネルと資料を多数展示し、多くの参加者に学んでいただける
　　　　よい機会となった。
　　　・男女共同参画に関する啓発パネルを、各教育機関、市町村関係機関、市町村図書館などに広
　　　　くPRをすることで、新たに作成した啓発パネルを市町村関係機関などに貸し出し、人権週間や
　　　　男女共同参画週間などに活用され多く利用された。

日本経済新聞出版社
アサーションで防ぐセクシャル・ハラスメント
全１巻

発　行　所　

東映株式会社

東映株式会社　教育映像部

わっかカフェへようこそ
～ココロまじわるヨリドコロ～

ハラスメントの裏に潜む　無意識の偏見
職場のコミュニケーション

東映株式会社

1957

27562784
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（２）普及啓発パネルの貸出

　

利用枚数［合計］　(枚)

0

101

15

116

番号 番号

1 20

2 21

3 22

4 23

5 24

6 25

7 26

8 27

9 28

10 29

11 30

12 31

13 32

14 33

15 34

16 35

17 36

18 37

19 38
鳥取県男女共同参画に関する苦情・不服は鳥取県男女共同参
画推進員へ

　男女共同参画社会基本法の基本理念（その１－２） 

鳥取県男女共同参画センターよりん彩相談室利用案内 
【教育・研究の分野における男女共同参画】(教育１)男女別の大
学・大学院への現役進学率(教育２)男女別専攻分野

【政策・方針決定過程への女性の参画】（女性の活躍促進１）世界
のジェンダー・ギャップ指数（GGI）２０２２年（女性の活躍促進２）
「指導的地位」に女性が占める割合（２０２１年）

男女共同参画社会基本法の基本理念（その２） 

あなたもジェンダーチェックしてみませんか 

ジェンダーチェック（その１）  

 鳥取県における男女共同参画の現状と課題（全２枚）

とっとりSDGs宣言

　「男女共同参画社会基本法」って何？ 

　男女共同参画社会の仕組み（体系図） 

家庭の仕事の分担に係る満足度（全体・性別） 

「男女共同参画」に関する用語の認知度（全３枚）

話してみない?＃ジェンダー不平等 （２０２３） 男女の地位の平等感（過去の調査との比較・全体）  

男女共同参画社会基本法の基本理念（その４） 

タ　　イ　　ト　　ル

やってみようジェンダーチェック（全２枚） 

男女共同参画社会基本法の基本理念（その５） 

ジェンダーすごろく  

男女共同参画社会基本法の基本理念（その１） 

ドメスティック・バイオレンス～一人で悩まず相談を～　①  

男女共同参画に関するデータ（家庭編）「家事・育児・介護」と「仕事」のバランスをめぐる推移

男女共同参画に関するデータ（職業編）就業分野における男女共同参画 

　

 職場のジェンダーギャップチェック

　

どうしてだろう＃ジェンダー不平等 （２０２４）

ドメスティック・バイオレンス～一人で悩まず相談を～　②  性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関する調査結果（全３枚） 

 男女共同参画に関するデータ（政策決定への参画編）

ドメスティック・バイオレンス～一人で悩まず相談を～　③  

ジェンダーチェック（その２） 

  市町村、団体、企業等が実施する講演、セミナー等の事業において、男女共同参画に関する啓発資料を
広く参加者等に見てもらい意識を高めるために、パネル形式の資料セットを作成して事業の主催者等に貸し
出しを行う。

　① 令和6年度の貸出実績

区　　　　分 件数

県内公共図書館 0

【仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）】(仕事と家庭１)共働
き世帯数の推移（妻が６４歳以下）(仕事と家庭２)第１子出産後の
女性の就業割合

市町村関係機関 8

そ　の　他 1

合　　　　計 9

　② 男女共同参画普及啓発パネル一覧

タ　　イ　　ト　　ル

コロナ下の女性への影響と課題　～誰一人取り残さないポストコロ
ナ社会へ～

みんなで考えよう男女共同参画（４コマ漫画）(全４枚）

そっだ！学んでみようや～！男女共同参画学校（４コマ漫画）

いつまでお世話係？/一緒に子育てしたいのに！（４コマ漫画） 

町内会みんなでやれば怖くない！/非常事態！あなたはどうする
（４コマ漫画）

【就業の分野における男女共同参画】（労働１）年齢別人口のうち
働いている人の割合（男女別）（労働２）年齢別人口のうち、正規
雇用・非正規雇用で働いている人の割合（男女別）
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番号 番号

39 41

40 42

番号 番号 タ　　イ　　ト　　ル

1 1

 2

3

1 4

5

　

　

　 　

【男女共同参画社会に関する意識】（意識１）「夫は外で働き、妻
は家庭を守るべきである」という考え方に対する意識の変化（意識
２）女性が職業を持つことについての考え方の変化

 鳥取県性にかかわりなく誰もが共同参画できる社会づくり計画（全
4枚）

・都道府県の地方公務員採用試験（大卒程度）からの採用
者に占める女性の割合
・都道府県の地方公務員管理職に占める女性の割合

・都道府県の審議会等委員に占める女性の割合
・市区町村の審議会等委員に占める女性の割合（都道府
県別）

 【女性に対する暴力】（女性に対する暴力）男女別のストーカー事
案の認知件数（女性に対する暴力）夫から妻への暴行等の検挙
件数（DV）（2020年）

女性のこころとからだ（A2）（全6枚） 

・自治会長に占める女性の割合（都道府県別）
・都道府県防災会議の委員に占める女性の割合

　

　

時代を切り拓いた鳥取の女性たち（全23枚）

タ　　イ　　ト　　ル

【男女共同参画クイズパネルセット】

男女共同参画クイズパネルセット
2024年度版（全5問）

 

・都道府県議会議員に占める女性の割合
・市議会議員に占める女性の割合（都道府県別）

・町議会議員に占める女性の割合（都道府県別）
・女性議員ゼロの市町村議会の割合

【全国女性の参画マップ・令和6年度版】

タ　　イ　　ト　　ル タ　　イ　　ト　　ル

  

【男女共同参画女性史パネルセット】
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（３）よりん彩だよりの発行 

 
 ホームページ等を通じて男女共参画センターのイベントの報告記事、案内等、各種情報を載せた 
「よりん彩だより」を年１回発行。（Ａ４判４ぺージ） 

 

 

  

 

                       

 

＜令和６年度発行実績＞ 第１０号 （令和７年３月発行） 

●２０２４年度の事業を振り返って 

・イベントフォトギャラリー 

●貸し出しします！ 

・男女共同参画かるた  ・人生思い込みすごろく 

●【予告】よりん彩記念日フォーラム２０２５ 

●鳥取県男女共同参画センターよりん彩の主な事業 

・出前講座 

・活動支援事業、事業補助金 

●新着おすすめ DVD の紹介 

●相談室だより 

・自分も相手も大切にした尊重のある関係について、一緒に考えてみましょう。 

●よりん彩の体制が変わります。（令和７年４月１日） 
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（４）よりん彩ネット会員への情報提供 

男女共同参画に関する活動を行ったり行おうとする個人及び団体がよりん彩ネット会員に登録する 

ことで、各種事業の情報や団体等相互の交流の場の設定など活動促進につながる情報を提供した。 

 

１ 会員数 ２２４（令和６年度末現在） 

     団体：１２３  個人：１０１（他メルマガ会員（外数）：１０７） 

   ２ 支援内容                              

     ・セミナー等事業の案内 他 

   

 

  ※平成２１年１０月より、希望者によりん彩ネット【電子メール情報】の発行開始。 

   年度末までに１６５号配信。 

 

（５）男女共同参画人材バンク 

  男女共同参画に関する人材の養成、女性の登用促進などを推進することを目的として、講演会の主催者

や審議会の担当者に人材を紹介するために、人材を掘り起こしてよりん彩の人材バンクに登録を行った。 

  また、令和6年度は、人材バンク会員の更新年度であり、要項改正を登録者に周知し、人材バンク登録

更新を行った。 

   

◆ 登録者数（令和６年度末現在） ３８人 

      ＜年度別登録者数＞ 

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 

152 154 156 163 167 171 174 92 91 94 95 106 110 114 118 92 98 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6        

100 90 91 92 50 56 38      

   

◆ 機能のイメージ図 

 

 

    ②サービスの提供 

   ・情報資料の送付 

   ・人材養成研修会開催 

   ・審議会委員等候補者 

    としての登録 

     

 
登  録  者 

 
 

 

 

 

  ⑤委員への就任依頼 

       講演依頼 等 

①男女共同参画社会づくりに関心

のある女性及び男性 

②男女共同参画に向けて現在活躍

中の女性及び男性 

③男女共同参画関連以外に現在活

躍中の女性 

                           

① 登 録 

  
 男女共同参画センター 

よりん彩 
 

       ③問い合せ 

 

 

      ④紹 介 

 

 
審議会・講演会などの 

主催者 
 

 
 

「こんなことについて講 

 演をしてほしい」 

「この分野に詳しい人に 

  委員になってほしい」 

 
男女共同参画 

    人材バンク 
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７　事　務　局　関　係

（１）男女共同参画センター運営協議会

①　開催状況

　（ア）令和６年５月２９日（水）

　　　　[主な内容]

　　　　　　・正副会長、委託事業選定部会委員の選出

　　　　　　・令和６年度事業計画について

　（イ）令和７年３月１１日（火）

　　　　[主な内容]

　　　　　　・令和６年度事業実施状況について

　　　　　　・令和７年度事業計画（案）について

②　運営協議会委員

（任期：令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

会長

副会長

柴田真由美

川 北 明 子

岩 井 久 美 NPO法人ハーモニィカレッジ

鳥取市男女共同参画課

WATCHAわちゃ（CHAチャ茶）代表

NPO法人bank up（NPO法人学生人材バンク）

倉吉市人権政策課

杉島麻依子

藤 吉 航 介

籔 内 朱 実

根 鈴 啓 一

倉 田 利 男

公募委員

（株）花工房あげたけ取締役

公益社団法人鳥取県人権文化センター専任研究員

一般社団法人ワーク・ライフ・インテグレーション協会

所　　　　　属　　　　　等

公募委員

境港市総合政策課

氏　　　名

山 下 弘 彦

平 野 裕 美

山 﨑 裕 浩

日野ボランティアネットワーク代表

鳥取看護大学看護学部看護学科助教

社会保険労務士事務所あすてらす代表

Humanity by design　代表桑 田 達 也

平 井 翔 太

栗 原 り か

中 江 美 紀
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（２）鳥取県男女共同参画推進員

①　鳥取県男女共同参画推進員名簿（五十音順）

（任期：令和５年４月１日～令和７年３月３１日）
（北野彬子推進員は令和６年４月１日～令和８年３月３１日）

②　申出処理件数

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

前年度繰越 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0

新規申出 1 3 0 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

合計 1 3 0 3 2 0 0 0 1 1 0 0 0 0

次年度への繰越 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

勧告 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

意見公表（助言） 1 2 0 1 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0

棄却 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

却下 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 1 3 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

審査中 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

※審査結果件数………

（令和７年３月３１日現在）

江 原 剛

申出の一部を勧告又は意見公表とし、一部を棄却又は却下とした事案は、勧告
又は意見公表の区分に計上した。

（えばら　たけし）

処
理
件
数

審
査
結
果

職　　　業　　　等

会社社長

団体職員

弁護士

個人事業主

（なかお　かずのり）

（きたの　あきこ）

（たにもと　めぐみ）

氏　　　　　　　　名

中 尾 和 則

北 野 彬 子

谷 本 恵 美

区　　分
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男女協働未来創造本部の設置について 

 県政の最重要課題である「職場・地域で女性が働きやすく暮らしやすい環境づくり」を進める

ため、２０年以上にわたり団体等とのネットワークの核となってきた男女共同参画センターより

ん彩の中に知事直下の組織として、令和７年４月１日付けで男女協働未来創造本部を設置。 

 

  女性が働きやすく住みやすい社会づくりに向けた体制整備   

男女協働未来創造本部は、男女協働による未来創造に向けて全庁的な施策を統括し、アンコン

シャス・バイアスの解消を目指す県民運動や職場・ 地域の環境整備を一体的に進めるなど、人

口減少社会下において、特に若い女 性に選ばれ、女性が定着する地域づくりを推進していく。 

 

 
 

 

＜参 考＞ 
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ー
ラ
ム
開
催

・
県
市
町
村
等
の
横
連
携
を
図
る
「
学
び
の
サ
ロ
ン
」
開
催

男
女
共
同
参
画
社
会
機
運
醸
成
事
業

仕
事
と
家
庭
の
充
実
を
！

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
事
業

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
事
業

女
性
応
援
企
業
支
援
事
業

■
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業
（
認
定
企
業
）
に
対
す
る
支
援

（
同
左
）

■
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た
課
題
対
応
研
修

・
企
業
経
営
者
や
人
事
･
労
務
担
当
者
向
け
の
研
修
実
施

・
女
性
の
健
康
課
題
や
性
別
役
割
分
担
意
識
解
消
に
向
け
た
意
識
啓
発

■
職
場
環
境
整
備
や
女
性
活
躍
推
進
等
に
対
す
る
補
助

・
女
性
従
業
員
少
数
企
業
の
積
極
採
用
支
援
（
企
業
説
明
会
開
催
等
）

・
女
性
更
衣
室
や
ト
イ
レ
等
の
環
境
整
備
支
援

・
健
康
課
題
対
応
に
係
る
外
部
相
談
窓
口
利
用
や
社
内
研
修
支
援

・
女
性
人
材
育
成
に
係
る
資
格
取
得
や
多
様
な
働
き
方
導
入
支
援

・
育
休
代
替
従
業
員
の
継
続
雇
用
支
援

・
育
児
介
護
に
よ
る
離
職
者
の
正
規
雇
用
奨
励
金

イ
ク
ボ
ス
・
フ
ァ
ミ
ボ
ス
普
及
拡
大
事
業

■
イ
ク
ボ
ス
・
フ
ァ
ミ
ボ
ス
宣
言
優
良
企
業
知
事
表
彰

■
イ
ク
ボ
ス
・
フ
ァ
ミ
ボ
ス
宣
言
企
業
の
好
事
例
発
信

・
冊
子
作
成
･
配
布
（
隔
年
）
の
ほ
か
、
表
彰
企
業
の
新
聞
紙
面
で
の
紹
介

■
介
護
等
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
派
遣

・
介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
専
門
家
に
よ
る
相
談
支
援

夢
広
が
る

女
性
の
未
来
と
っ
と
り
創
造
事
業

■
未
知
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
理
工
系
分
野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援

・
中
高
生
･
保
護
者
､
教
育
関
係
者
向
け
理
工
系
女
子
育
成
イ
ベ
ン
ト

＊
県
内
就
労
女
性
技
術
者
に
よ
る
講
演
・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

＊
子
ど
も
向
け
理
工
系
分
野
の
創
作
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

＊
県
内
技
術
系
企
業
紹
介
ブ
ー
ス

■
教
え
て
先
輩
！
夢
広
が
る
学
校
連
携
事
業

・
女
性
少
数
分
野
等
の
就
労
女
性
を
学
校
に
派
遣
し
て
講
話
･
交
流

■
｢な
り
た
い
｣を
見
つ
け
る
！
憧
れ
の
働
く
女
性
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
発
信

・
女
性
少
数
分
野
の
活
躍
女
性
を
新
聞
･
H
P
に
掲
載
し
て
情
報
発
信

■
女
性
の
新
た
な
挑
戦
支
援

・
育
児
や
介
護
で
未
就
業
の
女
性
の
起
業
創
業
な
ど
自
己
実
現
支
援

（
２
期
生
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
取
組
事
例
の
情
報
発
信
）

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
事
業

■
働
く
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
支
援

・
異
業
種
･
異
職
階
の
女
性
従
業
員
同
士
が
繋
が
る
交
流
機
会
創
出

・
経
営
者
･
管
理
職
･
中
堅
等
の
階
層
別
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
支
援

・
メ
ン
タ
ー
派
遣
等
に
よ
る
女
性
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
実
践
･
伴
走
支
援

■
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
開
催

・
管
理
職
･
中
堅
従
業
員
な
ど
へ
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
･継
続
支
援
研
修

■
女
性
管
理
職
登
用
等
実
態
調
査

・
管
理
的
地
位
に
占
め
る
女
性
割
合
な
ど
企
業
実
態
の
調
査

■
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
向
け
た
課
題
掘
り
起
こ
し

・
女
性
活
躍
応
援
・
男
女
共
同
参
画
推
進
の
障
壁
や
阻
害
要
因
の
発
掘

・
課
題
対
応
の
企
業
実
践
事
例
づ
く
り

■
企
業
向
け
研
修
機
会
の
提
供

・
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
へ
の
気
づ
き
促
進
セ
ミ
ナ
ー

・
女
性
・
若
者
に
選
ば
れ
る
多
様
な
働
き
方
推
進
セ
ミ
ナ
ー

■
話
彩
や
（
は
な
さ
い
や
）
女
性
の
未
来
お
し
ゃ
べ
り
広
聴

・
草
の
根
的
な
対
話
＊
井
戸
端
ト
ー
ク
＆
意
見
交
換
キ
ャ
ラ
バ
ン

■
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
気
づ
き
促
進
の
展
開

・
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
へ
の
気
づ
き
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
地
域
や
企
業
で
働
く
地
元
女
性
た
ち
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

・
県
民
運
動
へ
繋
げ
る
広
報
・
情
報
発
信

■
安
心
し
て
働
き
暮
ら
せ
る
課
題
対
応
検
討
「
県
民
会
議
」

・
企
業
や
地
域
な
ど
で
抽
出
し
た
課
題
を
踏
ま
え
企
業
現
場
で
働
く
女
性

た
ち
（
と
っ
と
り
女
性
活
躍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
な
ど
）
を
中
心
に
実

効
性
あ
る
“
鳥
取
県
版
”
課
題
対
応
実
践
モ
デ
ル
づ
く
り
と
横
展
開

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・バ
イ
ア
ス
解
消
に

向
け
た
男
女
協
働
未
来
創
造
事
業

鳥
取
県
男
女
協
働
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー

＜
参
考
＞
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＜参考＞令和７年度よりん彩事業体系 
 
管理運営 

     
センター施設管理 

     
      

男女共同参画センター運営協議会（年２回） 
      
          

啓  発 
  

普及啓発 
  

（新規）話彩や（はなさいや）女性の未来おしゃべり広聴事業 
  

 

 

   

 （新規）アンコンシャス・バイアス解消に向けた県民向けフォーラム 

 （新規）ジェンダー・ワークショップ事業【公募１】 

   
「生活も仕事も」ととのうセミナー【直営２】 

    
      

男女共同参画推進に関する企画提案事業【公募１】 
      
      

ワーク・ライフ・バランス講師派遣事業（年５回程度） 
      
      

出前講座、よりん彩ツアーの実施（職員随時対応） 
      
   

人材育成 
  

男女共同参画推進人材育成事業【直営２】 
  

人材育成セミナー 
       
         

ジェンダーバイアス解消セミナー 
         
      

相談スキルアップ講座（年３回～東・中・西部） 
      
          

情  報 
  情報収集 

情報提供 
  

情報資料室 
  

図書・雑誌・行政資料・ＤＶＤ等の収集と提供 
      

         
情報相談、普及啓発パネル等啓発資料の作成・貸出 

         
      

よりん彩ネット会員への情報提供 
      
      

ホームページ、フェイスブック等による情報発信（随時） 
      
      

男女共同参画人材バンク 
      
          

相  談 
  

相談室 
  

一般相談（電話、面接／各相談室） 
    

         
オトコの相談日（男性相談員／センター相談室） 

         
      

専門相談 
  

法律相談（弁護士／法律相談センター） 
        
         

心の相談（女性臨床心理士／各相談室） 
         
         

男性相談（男性臨床心理士／センター相談室） 
         
          
交流・ 
活動支援 

  
交流支援 

  
交流の場等の提供（交流サロン・子ども室・団体ボックス） 

    
       
   

活動支援 
  

ミーティング室・活動交流サロン・印刷作業室・子ども室等の情報提供 
     
      

よりん彩記念日フォーラム支援事業 
      
      

不安や困難を抱える女性支援ツナゲル事業 
      
      

よりん彩活動支援事業 
  

公開講座 
        
         

研修支援講座 
         
         

若者企画講座 
         
         

調査研究等事業 
         
         

環境支援事業（事業実施に伴う託児費） 
         
          
   

市町村連携 
  男女共同参画行政担当者のための「よりん彩学びのサロン」 

男女共同参画センターを設置していない市町村と連携したセミナー開催      
          
          
          
          

男女共同参画推進員事務局 
  

男女共同参画に関する苦情等の審査を行う第三者機関の事務局 
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